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（2） 健康と福祉の向上への取り組み 

本学は、「市民の健康と福祉の向上に貢献する大学」を目指しており、これを実現す

るため、次のような取り組みを行った。 

① 人間科学科では「家族社会学２」の講義の一部に、地方自治体が果たしている家
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のか－四日市公害を手掛かりとして－」（共催：中日新聞社、後援：名古屋市ほ

か経済６団体）を開催した。 
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８．学生の状況 
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11．沿革 

 名古屋市立大学は、明治 17 年に設置された名古屋薬学校にその端を発する。昭和 25 年

４月１日、名古屋女子医科大学と名古屋薬科大学を統合して、医学部（旧制）と薬学部（新

制）２学部を有する名古屋市立大学が発足した。その後、様々な変革を経て、平成 18 年

４月１日、公立大学法人名古屋市立大学として、新たなスタートを切ることとなった。 

 

 

昭和 25年 ４月１ 日 名古屋女子医科大学と名古屋薬科大学を統合し名古屋市

立大学設置 

昭和 32年 ９月 附属高等厚生女学校を名古屋市立大学看護学校と改称 

昭和 33年 ４月１ 日 薬学部に薬学専攻科設置 

昭和 36年 ４月１ 日 旧制医学部、同研究科及び薬学部専攻科廃止し大学院医

学研究科（博士課程）・薬学研究科（修士課程）設置 

昭和 39年 ４月１ 
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「業務の実施状況」 

 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上 

第１ 教育 

(１) 教育の内容等 

① 受験生の受験機会を確保するため、経済学部、芸術工学部及び看護学部におい

て推薦入試Ｂ（センター試験を課す入試、以下同じ）における高等学校の推薦限

度人員（推薦枠）を廃止し、薬学部及び経済学部において一般入試における二段

階選抜を廃止した。これにより、推薦入試Ｂにおける推薦枠及び一般入試におけ

る二段階選抜が、平成 24 年度入試までに全学部（医学部後期日程を除く）で廃止

された。 

② 教養教育推進機構会議において、初年次学生の英語によるコミュニケーション能

力を把握し、英語教育を考える上での基礎データとして蓄積・分析・活用するため、

新入生を対象とする英語試験（TOEIC-IP）の実施について検討し、平成 24 年度か

ら実施することを決定した。 

③ 薬学部において新薬剤師国家試験に向け、演習科目、模擬試験等で試験対策を実

施し、96.15％の合格率を確保した。 

④ 24 年度から精神看護学領域に専門看護師コースを設けるこａタとし
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